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春
の
香
り
漂
う

　

青
空
が
広
が
り
大
地
の
呼
吸

が
感
じ
ら
れ
る
春
。
長
島
に
本

格
的
な
花
満
開
の
季
節
が
到
来

し
ま
し
た
。

　

町
内
の
沿
道
は
さ
ま
ざ
ま
な

花
で
彩
ら
れ
、
あ
た
り
に
は
甘

い
香
り
が
漂
い
ま
し
た
。



就
任
の
あ
い
さ
つ

　

私
は
平
成
18
年
の
合
併
後
、
初

め
て
の
選
挙
で
初
代
町
長
に
就
任

し
、
新
生
「
長
島
町
」
の
礎
を
築

く
た
め
に
、『
夢
と
活
力
あ
る　

福
祉
の
充
実
し
た
長
島
町
』
を
政

策
目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
が

満
足
感
の
持
て
る
町
づ
く
り
を
さ

ら
に
推
し
進
め
る
た
め
に
、
再
度

町
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
１
期
目
以
上
に
そ
の
責
任
の

重
さ
を
実
感
し
、
改
め
て
身
が
引

町長に川添健氏再選

き
締
ま
る
思
い
が
す
る
と
と
も

に
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

４
年
前
の
町
長
就
任
当
時
か

ら
、基
本
姿
勢
と
し
て『
夢
』と『
活

力
』
が
あ
り
『
福
祉
』
が
充
実
し

た
長
島
づ
く
り
を
訴
え
て
き
ま
し

た
。
町
長
と
し
て
の
２
期
目
、
こ

れ
か
ら
の
４
年
間
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
住

民
が
い
か
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る

か
が
重
要
で
あ
り
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
福
祉
政
策
や
地
域
の
活
力

を
第
一
に
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
い
か
に
提
供
で
き
る
か
が

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
政
策
実
現
に
は
職
員
が
一

致
団
結
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

議
会
の
皆
さ
ま
と
の
協
調
、
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
直
接
対
話
す
る
こ
と

が
、
気
持
ち
が
通
じ
あ
う
基
本
だ

と
考
え
、『
語
り
動
き
ま
す
』
を

基
本
姿
勢
と
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
、
議
会
、
執
行
部
と
も
ど
も
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
全
面
的
な

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

基本姿勢
　「夢と活力があり福祉の充実したまちづくり」の継続

住民との約束
　語り動きます
　笑顔とスピードを提供します
　町民が自慢できるまちづくりに努めます

重点施策
　３県架橋、獅子島架橋に向けた『夢』への挑戦
　農業漁業を大切にする『活力』と観光との共栄
　日常生活と雇用、格差是正に配慮した公共事業
　福祉事務所を中心としたきめ細かな『福祉』の充実
　うるおいのある教育
　女性の声を反映する行政

　◇活力と行財政が調和した運営を図ります

　

４
月
13
日
に
告
示
さ
れ
た
長
島
町
長
選
挙
で
、

現
職
の
川
添
健
氏
（
66
）
が
無
投
票
で
再
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

川
添
氏
は
、
平
成
18
年
３
月
の
２
町
合
併
に
よ

り
誕
生
し
た
新
「
長
島
町
」
の
初
代
町
長
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
が
２
期
目
と
な
り
ま
す
。

２期目の初登庁の朝、役場職員から花束や拍手で出迎えられた川添町長
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議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

４
月
の
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
推

薦
を
い
た
だ
き
、
町
議
会
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
責
務

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

議
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
研
修
、
研

鑽
を
重
ね
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
町
民

の
皆
さ
ま
の
要
望
を
公
正
、
か
つ
厳

粛
に
受
け
止
め
、
議
会
と
し
て
の
責

務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

議
会
と
執
行
部
は
、
車
の
両
輪
の

ご
と
く
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
方
、
一
歩
離

れ
て
二
歩
離
れ
ず
の
精
神
で
行
う
べ

き
と
も
言
わ
れ
お
り
、
ま
っ
た
く
同

感
で
あ
り
ま
す
。
是
は
是
、
否
は
否

で
町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
の
た
め
の

提
案
を
し
な
が
ら
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関

と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
さ
せ
、

運
営
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指

導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

　任期満了に伴う町議会議員選挙が執行され、町議会議
員 16 人が決まりました。４月 28 日には町議会臨時会
が開かれ、議長に濵上實則氏、副議長に小川武男氏が選
出されました。

　

任
期
満
了
に
伴
う
長
島
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
13
日
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
選
挙
は
、
現
職

で
２
期
目
を
目
指
す
川
添
健
氏
以
外
に
立
候
補
の
届
け
出
が
な
く
、
同
氏
の
無
投
票
再
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
旧
町
ご
と
の
選
挙
区
が
撤
廃
さ
れ
、
定
数
が
20
か
ら
16
に
削
減
さ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
に
は
17
人

が
立
候
補
し
ま
し
た
。
投
票
は
18
日
（
獅
子
島
は
17
日
）
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
町
内
26
の
投
票
所
で
行

わ
れ
、
18
日
午
後
８
時
30
分
か
ら
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
選
者
は
、
現
職
13
人
、
新
人
３
人
で
、
い
ず
れ
も
無
所
属
で
す
。

石橋　　束（59）
蔵之元

古田　一博（60）
指　江

福永　伸親（62）
母良木

林　　義明（63）
田　尻

濵　　実男（60）
幣　串

児島　薩男（68）
汐　見

﨑口　國昭（69）
母良木

川上　　勇（65）
城川内

原口　秀昭（66）
小　坂

田中　正隆（71）
川床中

礒永　秀生（66）
白　瀬

下塩見　浩（49）
小　浜

小川　武男（55）
川　内

濵上　實則（70）
本　浦

植元　敏光（68）
葛　輪

池田　　　（64）
幣　串

長島町議会議員選挙の開票結果
　　　　　　　　（定数 16―候補者数 17）

●当日有権者数　９，４６６人
●投票総数　　　８，３２７票
●有効投票　　　８，２６３票
●無効投票　　　　 　 ６３票
●投票率　　　　８７．９７％

当　８１２　川上　　勇（６５）
当　６７２　福永　伸親（６２）
当　５８５　植元　敏光（６８）
当　５４３　児島　薩男（６８）
当　５３９　小川　武男（５５）
当　５２５　濵上　實則（７０）
当　５１６　池田　　　  （６４）
当　４９４　礒永　秀生（６６）
当　４７３　石橋　　束（５９）
当　４２２　林　　義明（６３）
当　４２０　﨑口　國昭（６９）
当　４０１　古田　一博（６０）
当　３８８　田中　正隆（７１）
当　３８７　濵　　実男（６０）
当　３６４　下塩見　浩（４９）
当　３６４　原口　秀昭（６６）
　　３５８　岩下　儀平（６１）

（案分票の小数点以下は切り捨て）

長島町議会議員の顔ぶれ
（議席番号順）
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平
成
22
年
度
長
島
町
行
政

連
絡
員
会
議
が
４
月
７
日
、

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
町
内
57

地
区
の
行
政
連
絡
員
が
出

席
。
は
じ
め
に
川
添
町
長
か

ら
行
政
連
絡
員
に
辞
令
が
交

付
さ
れ
、
会
議
で
は
、
行
政

の
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て

担
当
課
長
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住

民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
１
年
間
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
を
担
当
す
る
行
政

連
絡
員
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

行政連絡員（4 月 1 日現在）

納税努力賞
納税に対し顕著に功労のあった組合

納税優良賞
年度内（平成 22年３月末日）完納

納税優秀賞
納期限内（平成 21年 12月末日）完納

住
民
と
行
政
を
結
ぶ
行
政
連
絡
員

↓行政連絡員会議

納税功労組合を表彰

地区名 氏　　名
田尻 瀬戸　輝彦

火ノ浦 脇中　清徳
山門野下 増田　義勝
山門野中 坂之下　修
山門野上 前畑　詔爾

加世堂 林　　誠治
川床下 大堂　正秋
川床中 山元　　修
川床上 阿多　靖直

小坂 石原　力郎
杉ノ段 枦元　博昭

梅ノ木山 浦　　正人
牧 岩下　貞志

市来崎 片下　美俊
脇崎 嵜川　盛男
塩追 大迫　英二
赤崎 赤嵜　利夫
山寺 竹山　　巧
上揚 上　　浩展

納税組合 納税組合長
山門野上 前畑　詔爾

牧 岩下　貞志
川床上 阿多　靖直

梅ノ木山 浦　　正人
山門野下 増田　義勝

矢堂 宮路　泰次
浦底 山下　伊助

納税組合 納税組合長
加世堂 加世堂富男
市来崎 本田　　稔

桂代 川田　　誠
川内 小川　　求

川床中 山元　　修
杉ノ段 枦元　博昭

西 長元　峰男
蔵之元 中野　尚允

地区名 氏　　名
幣串 池田　卓男

平尾中南 松尾　　安
母良木 長山　久義
藤之元 田淵　　健

萩之牟礼 福永　　優
茅屋 宮瀬　久志

北方崎 山下　文夫
浜漉 永田　　透

犬鹿倉 大迫　政喜
蔵之元 中野　尚允

小浜 江口　光之
指江 池田　尚正
川内 小川　　求

城川内 瀬ノ口良信
唐隈 小田　清光
広野 松原　義彦

潟 山下　　猛
汐見 久保　賢一
馬込 濵田　重則

　

平
成
21
年
度
の
納
税
功
労

者
表
彰
式
が
４
月
７
日
、
長

島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
25
の
納
税
組
合
長

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
添
町
長
が
昨

年
末
の
納
期
限
内
に
完
納
し

た
７
組
合
に
「
優
秀
賞
」
を
、

年
度
内
に
完
納
し
た
８
組
合

に
「
優
良
賞
」、
納
税
に
躍

進
的
功
労
の
あ
っ
た
10
組
合

に
「
努
力
賞
」
を
贈
り
、
こ

れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
と

組
合
長
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

本
町
で
は
４
月
か
ら
新
た
な
『
新
生
活
運

動
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
厳
し
い
経

済
情
勢
の
中
、「
も
う
一
度
『
新
生
活
運
動
』

を
考
え
る
べ
き
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
昨

年
度
一
年
間
の
議
論
を
経
て
実
施
に
至
り
ま

し
た
。

　

例
え
ば
葬
儀
の
際
、
ご
香
典
を
包
み
、
遺

族
に
慰
め
の
言
葉
を
か
け
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
と
き
遺
族
は
人
の
情
け
が
身
に
し
み
、

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
交
際
と
は
本
来
、

心
の
こ
も
っ
た
相
互
の
助
け
合
い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
交
際
は
戦
後
の
好
景
気
時
代
を

迎
え
、
派
手
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
旦
派
手
に
な
る
と
な
か
な
か
縮
小
し
に
く

く
な
り
ま
す
。
と
き
に
は
無
駄
や
経
済
的
負

担
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
新
生
活
運
動
で
は
、

「
あ
ま
り
に
高
い
目
標
を
掲
げ
て
守
れ
な
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
現
状
を
踏
ま

え
、
一
歩
一
歩
前
進
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
新
生
活
運
動
に
つ
い

て
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
お
持
ち
の
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
月
か
ら
数
回
に
分
け
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
議
論
の

結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１　

内
線
２
２
３
１

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
の
平

成
22
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
は
、

平
成
21
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ

7
２
９
９
万
1
０
０
０
円
（
５
・

７
％
）
減
と
な
り
、
12
億
8
８
２

９
万
5
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、

各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
鉄
、
ア

ル
ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
等
お
よ

び
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理
場
使

用
料
等
）
で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）
処
理
、
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た

め
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合

の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債

費
、
介
護
保
険
の
審
査
判
定
、
認

定
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、

圏
域
（
２
市
１
町
）
の
振
興
整
備

の
た
め
の
事
業
推
進
に
使
わ
れ
る

振
興
事
業
整
備
費
、
議
会
費
お
よ

び
総
務
費
で
す
。

分担金及び負担金
　12 億 5022 万 7 千円
○内訳　負担金　阿久根市　2億 4516 万 7 千円
　　　　　　　　出水市　　5億 5389 万 5 千円
　　　　　　　　長島町　　1億 5676 万 5 千円
　　　　地方交付税　2億 9440 万円

使用料及び手数料
　2090 万 5 千円

諸収入
　1416 万 3 千円

財産収入
　300 万円

歳　　入
12 億 8829 万 5 千円

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

Ｈ
22
当
初
予
算
は
12
億
８
８
２
９
万
５
千
円

衛生費
　6 億 1396 万 4 千円

公債費
　5 億 2441 万 8 千円

総務費
　8214 万円

民生費
　6352 万 2 千円

振興事業整備費
　300 万円
議会費
　75 万 1 千円
予備費
　50 万円

歳　　出
12 億 8829 万 5 千円

  交際のあり方を振り返ろう

４月から新生活運動スタート
↑
納
税
功
労
者
表
彰
式

地区名 氏　　名
野中 飯尾　和裕

菅牟田 溝口　拓郎
山中 坂口　幸治
本町 山角　耕三

西 長元　峰男
矢堂 宮路　泰次

宮ノ浦 平野　利夫
伊唐 丸橋　松志
浦底 山下　伊助

福ノ浦 川　　英一
桂代 川田　　誠
三船 山上　隆之
薄井 山下　　忍
白瀬 赤嵜　友春
本浦 飯田　満穗
葛輪 森枝　速人
片側 池元　純雄

御所ノ浦 坂口　澄夫
湯ノ口 松原　義光

納税組合 納税組合長
犬鹿倉 大迫　政喜
菅牟田 溝口　拓郎

平尾中南 松尾　　安
田尻 林　　義明
片側 池元　純雄
茅屋 宮瀬　和実
汐見 久保　賢一
伊唐 丸橋　松志
山中 坂口　幸治
小浜 江口　光之
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４
月

１
日　
　
　

辞
令
交
付
式　
　
（
長
島
町
役
場
）

５
日　
　
　

１
０
０
歳
誕
生
祝
い
（
あ
か
ね
園
）

６
日　
　
　

町
内
小
学
校
入
学
式
（
町
内
）

　
　
　
　
　

町
内
中
学
校
入
学
式
（
町
内
）

７
日　
　
　

納
税
功
労
者
表
彰
式

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

行
政
連
絡
員
会
議

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

９
日　
　
　

民
生
委
員
協
議
会
総
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

19
日　
　
　

初
登
庁（
長
島
町
役
場
）（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

当
選
証
書
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

町
長
就
任
式

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

（
指
江
庁
舎
）

21
日　
　
　

全
国
町
村
会
臨
時
総
会
（
東
京
都
）

23
日　
　
　

長
島
町
議
会
全
員
協
議
会

（
長
島
町
役
場
）

25
日　
　
　

獅
子
島
招
魂
祭
（
獅
子
島
七
郎
山
）

26
日　
　
　

県
政
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）

27
日　
　
　

県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

長
島
町
消
防
団
幹
部
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

景
観
団
体
認
定
証
交
付
式

（
長
島
町
役
場
）

28
日　
　
　

長
島
町
議
会
臨
時
会（

長
島
町
役
場
）

毎
日
か
あ
さ
ん西

原  

理
恵
子  

著

桜
鯛
歩
き
初そ

め
た
る
児こ

を
囃は

や

す　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

流
れ
藻
に
集た

か

る
も
じ
ゃ
こ
や
夏
近
し　
　
　

筑
前　

初
市

喜
び
も
妻
と
二
人
の
桜
鯛　
　
　
　
　
　
　

中
橋　

藤
七

あ
あ
汝な

れ

も
転
勤
族
か
桜
鯛　
　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

嫁か

し
て
よ
り
二
の
腕
太
く
菠ほ

う
れ
ん
そ
う

薐
草　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

老
い
て
な
ほ
ち
ち
は
は
欲
し
き
桜
草　
　
　

山
嵜
加
代
子

夏
近
し
乙
女
は
白
き
肌
を
見
す　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

菠
薐
草
生
産
履
歴
顔
写
真　
　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

山
笑
ふ
小
川
で
遊
ぶ
子
ら
の
声　
　
　
　
　

山
内　

公
子

　毎日の生活ってこんなにおも
しろい！？つらいこともさびし
いことも、これを読めば笑い飛
ばせそうです。

ま
っ
す
ぐ
な
生
き
方木

村  

耕
一  

著

　戦国武将や有名人のエピソー
ドを通して、まっすぐに生きる
ことの大切さを伝えます。

日
も
す
が
ら
荒
ぶ
る
風
の
続
き
ゐ
て
ベ
ッ
ド
に
近
き
窓
に

雨
降
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

つ
ら
な
り
て
山
藤
の
花
こ
ぼ
れ
咲
く
道
行
く
人
ら
歩
み
を

止
む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

梅
雨
空
の
如
く
曇
り
て
空
重
し
地
球
の
は
て
の
噴
煙
の
ぼ

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

遠
き
日
に
亡つ

ま夫
の
学
び
し
連
隊
跡
花
ふ
ぶ
き
舞
ひ
我
に
ま

つ
は
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

瑞み
ず
み
ず瑞
と
転
げ
て
光
る
薯い

も

拾
ふ
渦
巻
く
瀬
戸
の
広
畑
に
ゐ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

寒
も
ど
る
朝
の
桜さ

く

ら花
は
静
も
り
て
目
白
ら
忙
し
く
飛
び
交

ひ
見
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

薩
摩
半
島
の
夕
焼
け
空
を
望
み
見
る
西
の
小
窓
の
仄ほ

の

赤
ら

み
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
桜
散
る
下
に
興
ず
れ
ば
転
ぶ
球
追
ひ
花

び
ら
あ
ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

収
穫
の
終
り
し
豆
蔓
引
き
抜
き
て
皹か

が

れ
る
指
に
水
の
し
み

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

唐
突
に
妻
を
逝
か
せ
し
夫
子
ら
孫
の
嘆
き
に
我
も
涙
止
ま

ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

わ
れ
の
杖
折
ら
れ
た
ご
と
き
急
逝
の
弟
の
柩
小
雨
に
発
ち

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

風
誘
ふ
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
の
漂
へ
る
庭
に
下
り
来
て
暫
し

憩
ひ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

島
の
医
療
つ
づ
け
て
十
年
過
ぎ
る
息

こ

子
は
ひ
と
り
暮
し
の

白
髪
ふ
え
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

新
し
く
石
積
み
さ
れ
た
る
道
端
に
華
や
ぎ
咲
け
り
リ
ビ
ン

グ
ス
ト
ン
デ
イ
ジ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

集
落
の
ま
ば
ら
な
屋
根
を
赤
く
染
め
水
平
線
に
陽
が
入
り

て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

生
協
の
配
達
に
来
る
青
年
は
い
つ
も
額
に
汗
を
浮
か
ぶ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

私
に
息
子
が
い
た
ら
こ
の
娘こ

こ
そ
嫁
に
し
た
い
と
常
々
思

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

杖
つ
き
て
す
た
す
た
歩
き
来
る
友
が
向
き
を
変
う
る
に
難

渋
を
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

担
当
医
！
パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
見
て
な
い
で
少
し
は
私
を
診

て
み
て
欲
し
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

み
ど
り
児
の
笑
い
の
洩
る
る
喪
の
席
に
救
い
の
如
く
聞
き

て
い
る
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

佛
段
の
花
の
水
日
日
替
え
な
が
ら
い
く
ば
く
も
な
き
我
が

命
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

俳
句

天
草
は
霞

か
す
み

の
奥
に
横
た
わ
り　
　
　
　
　
　

笹
元　

政
美

梅
雨
時
間
蝶
追
ふ
子
ら
の
ま
な
こ
か
な　
　

桐
野　

眞
実

常
温
の
コ
コ
ア
ミ
ル
ク
や
春
曇
る　
　
　
　

宗
方　

正
喜

短
歌

雷
や
光
り
出
る
な
り
鳴
響
く
不
思
議
な
事
よ
今
に
知
ら
ず

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

霧
島
は
春
は
つ
つ
じ
の
花
咲
き
て
紅
く
真
赤
に
匂
い
す
が

し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

氏　　名 対象集落名または地区名等
瀨戸　繁盛 田尻・火ノ浦

玉置ヨシヱ 山門野下・山門野中・山門野上

浦　ひろえ 加世堂

田淵　鈴子 川床下・川床中・川床上・小坂・杉ノ段
川床上住宅

山下　幸男 梅ノ木山・ 牧 ・市来崎

嵜川　盛男 脇崎

大迫　英二 塩追

小﨑　一志 赤崎

山野　勝美 山寺・山寺団地・上揚・山中
旧山中団地・本町・ 西 ・矢堂・官公署

清　　弘子 野中・菅牟田・宮ノ浦

冷水　澄夫 伊唐

小田　節子 浦底・福ノ浦・桂代・三船

山下　　忍 薄井

橋元代津美 白瀬・本浦・葛輪

池元　勇吉 片側・黒崎

須嵜サチエ 御所ノ浦

小林　和美 幣串・柏栗・立石・平河内

松原　義光 湯ノ口

松尾　　安 平尾中南

長山　久義 母良木

鶴長　千吉 口之福浦

宮瀬　久志 茅屋

山下　文夫 北方崎

大迫由紀子 犬鹿倉

清水カツミ 蔵之元

山中　秀紀 小浜

竹山　幸三 指江・川内・城川内

小田　清光 唐隈

久保　賢一 汐見

○
水
質
検
査
結
果
の
閲
覧

　

水
道
水
の
水
質
検
査
は
、
法
令

等
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
い

た
検
査
項
目
や
検
査
頻
度
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
実
施
し
た
水
道

水
の
水
質
検
査
な
ど
は
、
役
場
水

道
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ま
で
に
実
施
し
た

水
質
検
査
の
結
果
は
、
す
べ
て
水

質
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
飲
用

水
と
し
て
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

○
水
道
使
用
料
徴
収
員

　

町
内
の
水
道
使
用
料
を
集
金
す

る
平
成
22
年
度
水
道
使
用
料
徴
収

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
徴
収
員
が

訪
問
し
た
際
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
な

集
金
が
で
き
ま
す
よ
う
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

水
道
使
用
料
徴
収
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
水
道
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
１
３
１
・
１
２
６
４

飲
用
水
と
し
て
十
分
な
安
全
性
確
保

■水道使用料徴収員
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６
月
４
日
～
10
日
は

歯
の
衛
生
週
間
で
す

　

６
月
４
日
は
「
虫
歯
予
防
デ

ー
」。
そ
し
て
６
月
４
日
か
ら
６

月
10
日
ま
で
の
1
週
間
は
「
歯
の

衛
生
週
間
」
で
す
。
本
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
『
広
げ
よ
う　

｢

噛

む｣
か
ら
始
ま
る　

健
康
づ
く

り
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か

り
噛
む
こ
と
は
、
虫
歯
予
防
や
消

化
吸
収
促
進
、
肥
満
予
防
（
食
べ

過
ぎ
防
止
）、
脳
の
活
性
化
な
ど

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
は
、
身
体
全
体
の

健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
お
口
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
出
水
郡
歯
科
医
師
会
か
ら
〉

　
「
歯
の
衛
生
週
間
行
事
」
と
し

て
、
地
区
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

に
よ
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
を
開

催
し
ま
す
。

①
地
区
小
・
中
学
校
生
図
画
・
ポ

　

ス
タ
ー
展

○
日
時

　

６
月
１
日
（
火
）
～
10
日
（
木
）

○
場
所

　

Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
あ
ず
ま
店
、

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
が
し
ま

　

鷹
巣
店
、
Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
な

　

が
し
ま
店
、
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ

　

出
水
店
、
阿
久
根
市
立
図
書
館
、

　

ト
ゥ
モ
ロ
ー
高
尾
野
店
、
Ａ
コ

　

ー
プ
鹿
児
島
野
田
店

②
歯
科
健
診
お
よ
び
無
料
相
談

○
日
時

　

６
月
５
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
４
時

○
場
所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

〈
町
の
歯
科
保
健
事
業
〉

①
乳
幼
児
（
１
歳
６
カ
月
児
～
３

歳
６
カ
月
児
）
や
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
…

　

定
期
的
に
歯
科
検
診
を
実
施

（
対
象
児
に
は
個
別
通
知
。
保
護

者
は
希
望
者
）
し
て
い
ま
す
。
対

象
以
外
の
乳
幼
児
で
も
、
歯
科
検

診
の
際
に
フ
ッ
素
塗
布
や
個
別
の

歯
科
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

②
40
歳
以
上
を
対
象
に
…

　

毎
年
、
歯
周
疾
患
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
歯
周
疾
患
検
診
で
は
、

虫
歯
予
防
だ
け
で
な
く
、
歯
ぐ
き

の
健
康
な
ど
も
含
め
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
０
８

　

こ
の
試
験
に
合
格
し
採
用
さ
れ

る
と
、
全
員
が
税
務
大
学
校
に
入

校
し
、
１
年
間
税
務
職
員
と
し
て

必
要
な
専
門
知
識
を
修
得
す
る
た

め
の
研
修
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、

税
務
署
に
配
属
さ
れ
、
国
税
の
仕

事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
５

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

人
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

○
申
込
書
の
受
付
期
間

　

６
月
22
日
（
火
）
～
29
日
（
火
）

　
（
通
信
日
付
印
有
効
）

○
第
１
次
試
験

　

９
月
５
日
（
日
）

○
申
込
用
紙

　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国

税
局
、
出
水
税
務
署
な
ど
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
２
課
試
験

　

研
修
係

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者

選
考
試
験

　

人
事
院
お
よ
び
各
府
省
で
は
、

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格

　

平
成
45
年
４
月
２
日
～
昭
和
56

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
受
付
期
間

　

６
月
22
日
（
火
）
～
29
日
（
火
）

○
１
次
選
考

　

９
月
５
日
（
日
）

○
受
験
案
内
・
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
た
封
筒

　

に
、「
中
途
採
用
請
求
」
と
朱

　

書
き
し
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
送

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
２
試
験
係

　

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐

　

11
‐
１

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

税
の
作
文
募
集

　

国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
高
校

生
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集

し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、

①
税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意
見

②
税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
に

　

関
す
る
意
見
や
感
想

③
税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を
見

　

学
し
た
体
験
や
印
象

④
税
に
か
か
わ
る
家
族
の
体
験
談

　

や
周
り
の
人
の
話
を
聞
い
て
、

　

自
分
が
考
え
た
こ
と

な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ

ば
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

字
数
は
、
１
２
０
０
字
程
度
で
、

締
め
切
り
は
９
月
７
日
（
火
）
で

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
税
庁
お
よ
び
全

国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に
お
い

て
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た
「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
を
、
同
じ
テ

ー
マ
で
募
集
し
ま
す
。

　

字
数
は
、
１
２
０
０
字
以
内
、

締
め
切
り
は
９
月
上
旬
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
国
税
局
国
税
広
報
公
聴
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、

６
月
１
日
か
ら
７
月
12
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
は
、
こ
の
期
間
ま
で
に

平
成
21
年
度
の
確
定
保
険
料
、
平

成
22
年
度
の
概
算
保
険
料
の
申
告

と
納
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
の
集
合
受
付
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

会
場
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
当
該
会
場
で
提
出
で
き
な
い

場
合
は
、
７
月
12
日
ま
で
に
川
内

労
働
基
準
監
督
署
で
手
続
き
を
行

う
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
集
合
受
付

・
６
月
24
日
（
目
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　

東
町
漁
業
協
同
組
合

・
６
月
25
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

　

グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
阿
久
根

・
７
月
１
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

　

ホ
テ
ル
キ
ン
グ

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
３
２
２
５

小
型
船
舶
免
許
の
講
習

　

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効
講

習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
期
日

　

６
月
20
日
（
日
）

○
時
間

　

受
付　

午
前
９
時
～

　

講
習　

午
前
９
時
30
分
～

○
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
対
象

　

有
効
期
限
が
１
年
以
内
に
切
れ

　

る
免
許
証
お
よ
び
失
効
し
て
い

　

る
免
許
証

○
当
日
持
参

　

操
縦
免
許
証
・
認
印
・
料
金

○
料
金

　

更
新　

９
、０
０
０
円

　

失
効　

１
５
、０
０
０
円

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援
を

　

長
島
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
に
よ
り
、
寄
附
金
を
募
っ
て

い
ま
す
。
長
島
に
か
か
わ
り
の
あ

る
皆
さ
ん
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

長
島
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
０
９
９
６
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
２
５
４

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

6
月
1
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
ま
ち
の
身
近
な
相

談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
人
権
擁
護

委
員
が
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や

隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め

や
差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

６
月
１
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

長
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
相
談
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員

　

餅
原
美
榮
子
氏
・
浦
底
和
男
氏

　

町
口
昭
弘
氏
・
長
山
久
義
氏
・

　

山
本
定
満
氏

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ

種
（
税
務
）
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
ま
す
。
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いあい公民館を元気に
馬込初の花見会

育に新しい風吹き込む教 転入学校職員宣誓式

　町内は４月４日、あいにくの曇り空で各地の気
温は平年並みか平年をやや下回りましたが、町内
の多くの自治公民館で花見会が行われました。
　馬込自治公民館では農休日の同日を利用して、
公民館の広場にほとんどの地区民が集まりまし
た。ゲートボールやグラウンドゴルフで汗を流
し、カラオケや余興で親睦を深めながら、広場を
ピンク色に染めるソメイヨシノの花見を楽しみま
した。
　同公民館は高齢化が急速に進み、隣人との関係
が希薄にならないよう釣り大会などを開催しなが
ら、高齢者と若者のふれあいの場をつくっていま
す。花見会は今年が初めての試みでした。
　花見会の開催を呼びかけた濵田重則公民館長は

「機会があるごとに集いの場を設け、元気な公民
館づくりの一助としたい」と張り切っています。

　町内の小・中学校に今春転入した学
校職員の宣誓式が４月８日、長島町文
化ホールでありました。参加した転入
学校職員は、本町の教育行政の基本方
針を学び、決意を新たにしました。
　今年、本町に転入してきた学校職員
は 37 人。式では、中橋藤七教育長が「地
域、子ども、配偶者にほれろ」と学校
職員としての心がまえを伝授。川床中
学校に赴任した牛飼里菜教諭が「職務
とその責任の特殊性を深く自覚し、誠
実かつ公正に職務を執行します」と力
強く宣誓し、幣串小学校の坂元英透校
長が「胸はずむ思いで着任しました。
新しい風を吹き込み、皆さんの期待に
応えたい」と転入者を代表してあいさ
つしました。

↑桜の下でお酒を酌み交わしながら親睦を深める参加者

↓田中順一郎教育委員長を前に宣誓する牛飼教諭

集

争体験を未来へ継承戦 獅子島招魂祭

↑同級生対決や３
人抜きなどで盛り
上がったちびっ子
相撲

←地元出身の戦没
者を慰霊

　４月 25 日、獅子島の恒例行事「獅子
島招魂祭」が地区民ら約 300 人が参加
して開催されました。七郎山山頂の招魂
墓地で慰霊祭、山頂近くの広場では奉納
行事が行われました。
　慰霊祭では、明治維新以降の国難に殉
じられた御霊に対し遺族や各種団体関係
者らが玉串を捧げました。川添町長は「現
在の平和と繁栄は、御霊の尊い犠牲のお
かげ。戦争体験が風化しないよう未来へ
継承していかなければならない」。濵上
實則町遺族会会長は「日本は先人たちの
想像もつかないほど発展した。この喜び
をわかち合えず残念」とあいさつして、
戦没者をしのびました。
　奉納行事は、ちびっ子相撲や小・中学
生による舞踊、芸人による演芸大会でに
ぎわいました。

然・風景・歴史詠む
長島かるた完成自

　町子ども会育成連絡協議会が中心となり平成
20 年度から作成に取り組んできた「長島かるた」
が３月に完成しました。
　このかるたは、各地区の子ども会が詠み札の俳

句や絵札のイラストを作成。
「三日月のまがたま胸に古墳

まつり」「ふれ合いはここか
ら始まる島美人」など、自然
や風景、歴史などを詠んだ長
島ならではの郷土かるたが出
来上がりました。
　かるたは、４月に町内各学
校の 66 学級や 52 子ども会に
配布され、来年１月には同協
議会が「かるた取り大会」を
開催する予定です。↑長島かるたを楽しむ城川内小学校の児童たち
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（　）内は前月比

11,699(+33)
  5,622(+12)
  6,077(+21)
  4,405(+26)

平成 22年４月 30日現在

▽
バ
レ
イ
シ
ョ
集
荷
取
材
の
際
、
忙

し
く
働
く
皆
さ
ん
に
な
か
な
か
声
を

か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
バ
レ
イ
シ
ョ
ま
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
長
島
の
格
別
の
味
と
人
情
を

噛
み
し
め
な
が
ら
、
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
濱
口
）

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
景
観
賞
決
定

　

景
観
努
力
賞

　
　

石
原　

京
子
（
川
内
）

　
　

尾
﨑　

稲
子
（
汐
見
）

　
　新

に
景
観
団
体
認
定

　

ふ
る
さ
と
景
観
団
体
に
２
団
体
を
認
定
し
ま
し
た
。

第
49
号　

竹
屋　

代
表　

竹
上
ち
ゆ
み

第
50
号　

唐
隈
育
成
会　

代
表　

増
田
有
三

　桜花繚乱の４月 11 日、第３回関西ながしま会が大阪市都島区
の太閤園にて、長島町から、川﨑、大堂両副町長、東町漁協長元
組合長、長島町商工会京田副会長、鹿児島いずみ農協宮路常務理
事、鹿児島県大阪事務所伊喜所長、関西鹿児島県人会総連合会下
川副幹事長、ほかご来賓と会員の多数の来席をいただき盛大に開
催することができました。これもひとえにご来賓、関係各位、会
員の皆さま方のご厚情の賜物と厚くお礼申し上げます。
　第３回から役員の交代があり、金磯副会長の開会宣言で幕開け
です。会長のあいさつの後、川﨑副町長の長島町の活力ある近況、
ふるさと納税のお礼とあいさつがあり、長元組合長の漁業の現況
と、昨年の赤潮のハマチ養殖被害状況の説明があり、長島町の基
幹産業や島の景観事業に皆さんが深に耳を傾けていました。
　第２部は舞踊あり、カラオケあり、焼酎天国の踊りの輪に加わ
り、何より伊唐出身の歌手、小原みずえさんの特別出演で会場は
最高潮に盛り上がりました。生活住居は長島を離れていても、ふ
るさとはいつも心の支えとなり、こうして年に１回の交流会に参
集し、語り合い、みんなの元気を喜び合う会です。立野副会長の
閉会の辞で来年もまた再会することを約束して名残の時間となり
ました。
　今年も交流会に際し、長島町役場様、長島研醸様、東町漁協様、
各界の皆さまの温かいご芳志を頂戴いたしました。厚くお礼申し
上げます。本当にありがとうございました。

　

４
月
26
日
、
町
が
主
催
し
た
「
ふ
る
さ
と
景
観
づ
く
り
花
壇
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
を
行
い
、
入
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
の
施
行
に
よ
り
、
平

成
19
年
度
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
ぐ

る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
国
・
県
道
沿
い
な
ど
に
整
備
さ
れ
た
18
の
花

壇
を
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
団
体
の
部
と
個
人
の
２
部
門
で
行
い
、
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
、
次
の
団
体
、
個
人
が
景
観
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

団
体
の
部　
※
（　

）
は
花
壇
の
場
所

　

特
別
優
秀
景
観
賞

　
　

有
限
会
社
小　

型
枠
（
平
尾
浦
底
間
）

　

最
優
秀
景
観
賞

　
　

川
床
下
自
治
公
民
館
（
川
床
下
）

　

優
秀
景
観
賞

　
　

有
限
会
社
岩
元
水
道
設
備
（
塩
追
上
）

個
人
の
部

　

最
優
秀
景
観
賞

　
　

山
内　

公
子
（
川
床
下
）

　

優
秀
景
観
賞

　
　

大
堂
き
み
子
（
川
床
下
）

↑個人の部最優秀景観賞 ↑団体の部特別優秀景観賞

交流会参加者の記念撮影

   第３回

関西ながしま会交流会開催される

◆
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
な
が
し
ま
４
月
号
の
16
ペ
ー

ジ
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
の
氏
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
埼
玉
県　

外
山
英
隆
さ
ん

（
正
）
埼
玉
県　

山
外
英
隆
さ
ん

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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　４月から５月にかけて、かごしまブ
ランド「赤土バレイショ」の出荷がピー
クを迎えました。
　今年は全国的に収量が少なかったた
め、例年に比べ高値で取引されたよう
です。
　町内のバレイショ選果場では、連日
生産者や運送業者がトラックいっぱい
に積み込んだバレイショを運び込み、
大きさ別に選別された後、全国各地に
向けて出荷されていました。
　本町のバレイショは、きめが細かい
赤土の土壌で育ち、表面がきれいでほ
くほく感が強いとされています。温暖
な気候にめぐまれ、風味のある栄養価
の高いバレイショです。

写真＝蔵之元

きめが細かい粘土質育ち

赤土バレイショの出荷最盛期



月
日 月 火 水 木 金 土

時22～時91は■●／医番当間夜科児小■、医番当間夜●、局薬番当日休□、医番当日休○。すまりあが合場るれさ更変りよに合都は等医番当・定予事行※

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

（ ）

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

  ５/３０ ４ ５

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０   ７/１   ７/２   ７/３

  ５/３１ １ ２ ３

２０１０6
◎ＭＲ

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●北国医院 72-0016

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■出水総合医療センター 67-1611

○平尾診療所 88-2595
○恒吉医院 82-0048
○おかだクリニック 63-7011
○山田クリニック 72-0420
○よしもと歯科クリニック 75-3333

□中村五郎薬局 67-1078
□のぞみ薬局 73-2131
■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎母子相談
（保健福祉センター）

◎心配ごと相談（長生園）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○クリニック . なかむら 62-0241
○野田診療所 84-2023
○北国医院 72-0016
○はしぐち歯科医院 62-8241
□ふれあい薬局 63-3070
□野田調剤薬局 84-2856
□上野薬局 72-1016
■出水総合医療センター 67-1611

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●林胃腸科外科医院 73-3639

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331 ■二宮医院 62-0167

○鷹巣診療所 86-0054
○白男川クリニック 62-0009
○三慶医院 63-2333
○林胃腸科外科 73-3639
○金子歯科医院 63-2150
□タカラ調剤薬局 62-8813
□阿久根薬局 72-1017
□長島調剤薬局 64-5555
■二宮医院 62-0167

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187

○林泌尿器科クリニック 64-8800
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○こじま歯科医院 63-4618
□メープル薬局 62-9292
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□あかせがわ調剤薬局 72-5959
□しおかぜ薬局 88-6011
■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●鷹巣診療所 86-0054

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■びん・有害　（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！


